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【区域図】
区域名又は地区名 浜坂味原川周辺地区
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【整備方針図】
区域名又は地区名 浜坂味原川周辺地区
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住宅等修景予定区域



市町名 新温泉町 区域名 浜坂味原川周辺地区

街なみ環境整備方針説明書
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区域の概況

　浜坂味原川周辺地区には、先人記念館　以命亭（国指定登録有形文化
財）、西光寺などに代表される地域の歴史・文化を伝える建造物が点在し
ている。また、漆喰や下見板、土壁などの自然素材による壁仕上げを施し
た建築物が数多くみられる。
　地区内を流れる味原川沿いの遊歩道は「味原小径（あじわらこみち）」
と名付けられ、地域の生活道路としてだけでなく、まちへの来訪者の散策
路としても利用されている重要な観光資源である。
　この遊歩道沿いには、かつての港の風情を残す船溜りから上流までの間
に浜坂の歴史と文化を感じさせる事物が連続している。
　特にこの味原小径の一番の特徴である石垣並みは、建造された時代に
よって積み方や意匠が異なり、歴史の奥行きを感じさせるものであるが、
近年、コンクリートブロックに置き換わるなど伝統的な景観に変化が見ら
れる。

道路の現況

　地区内の東側を南北に流れる味原川放水路の竣工と同時期となる平成１
４年６月に、味原川の歴史と文化を学び、環境維持に取り組む住民組織
「味原川清流会」が発足した。
　毎月１回定例理事会を開催し、会員どうしの情報交換を行うとともに河
川の草刈りや清掃活動を行ない、味原川の環境維持に大きく貢献してい
る。

その他
　味原小径全体の地形図と説明書きを表示したサインを地区の中央付近に
設置し、散策者の利便性向上を図る。
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通路等

　味原小径の夜間歩行時のイメージアップと安全性を向上させるため、全
区間に渡りＬＥＤ照明柱を設置する。
　船溜りから上流へ約１２０ｍの区間に景観に馴染む転落防止柵を設置
し、イメージアップと歩行者の安全性の向上を図る。
　既設の木橋を太鼓橋に架け替え、コンクリート床板橋の高欄を擬木タイ
プに付け替え、趣のある景観の創出を図る。

小公園等 特になし

　地区の北側は県道三尾浜坂線に接し、南側には県道浜坂停車場線が走っ
ているが、地区内の主軸道路は幅員４ｍ～６ｍ、その他は４ｍ以下となっ
ている。

公園等の現況 　地区内には公園はないが、地区外に近接して１箇所の公園がある。

敷地
味原川に面した敷地で石垣の擁壁を擁する場合は景観保全のため、改修の
際、自然石を使用するよう努めることとし、やむを得ない場合は自然石を
模した仕上げとする。

地区住民のまちづく
り活動の概要
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住宅
景観形成条例に基づく景観形成基準に沿って建築物の修景が行われるよう
指導に努め、魅力ある街なみ景観の形成を図る。
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整備の目標

　遊歩道として一定の整備が施され、生活道路及び散策道として利用され
ている味原小径について、より一層その魅力を高め、安全な遊歩道とする
ことにより、さらに利用者の増加を図るため、当地区の特徴である石垣並
みの景観を活かした魅力ある街なみの形成を目標とする。

整備の時期 平成２７年度から平成３１年度までの５ヶ年

その他事項


